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る寂温方法 i三作聾;il lこ愚 mすることは塁数瑚のJlt等の

陣係を考古し火議事の嗣き盆担受閣の少、場面に使沼

さるべきであるョ

陶磁安の函館の問題直前 "Ii.: が他の筆頭之官革合せられ

る治会には別に碗究を要するカ布脅窓越第叡誼の渇合そ

の草紙 E低下を考慢して iii る強度の安全 l!t を取る必喜 5

.'あるー

II りに本研究に臨し侭波謙信氏 "'f~ の々助官を奥ヘ

下さったことを線部する.

4蛍 用 装 1量

(附和ね Jl~ lJJl 9H 交現)

又木武一・竹中 康

(帝閥 kヱ品製燈梓式合舵}
ー，

I 輔君

部店街除及祭近盛んになって彼たタレ -RI 翠に f必羽

せら hる由民附の柑事は世朱 a濁では各人判官智，強

火金. IllJli，自射Ill.衛事。毛袋及び紙織を網賢し自

分野手の刀法で拠卿して居た自給合的町究 It殆ど祭〈

従って何等諮 b改Aは行{まれなかった" f'!.:L 殺未では

管から EL F- Y ， Remington 訟の組にー曾位で雷管

から製揖迄治唱成されて、 ·t o.! 還に各部品聞の碗究が充

分に符は Mi"!t l 二 a マーーであるばかりでな〈英の性

能も緩めて優秀で今必夜掴の，、シタ も商 g産品として

珍重して来た，

〆


